
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：20－034） 

 

１ Radio NZ のパラオ特派員によると、パラオの新大統領となる Surangel 

Whipps Jr.は、選挙遊説時に台湾は更に支援を与えてくれると述べており、台

湾との良好な関係を継続する可能性が高い。新政権の優先順位は、中国への外

交関係転換ではなく、COVID-19 関連で落ち込んだ経済の立て直しと考えられる。

（※原文中の音声ニュース参照） 

原文 

（9th November 2020, Radio NZ） 

 

２ 豪州政府は「Pacific Set-up」の一環として、第 2 回太平洋合同安全保障

会議（Joint Heads of Pacific Security）を開催し、太平洋の 24 の国・地域

の安全保障当局と 5 つの地域国際機関に加え、日米の当局も初めて参加した。

国境警備、海上警備、人道支援と災害救援（HADR）の各分野における COVID-19

への対応に焦点があてられた。豪州からは国防軍最高司令官、連邦警察長官及

び国境警備隊（Australian Boarder Force）長官が参加した。 

原文 

（6th November 2020, Australian Government Department of Defence） 

 

３ 11月 10日 1200 までの 1週間で、太平洋地域における COVID-19 感染は、パ

プアニューギニア（PNG）で 599件（前週 592件）となり、ブーゲンビル自治州

で 2件目の感染が確認された。ソロモン諸島では前週と変わらず 13件、フラン

ス領ポリネシアで 9,995件（7,262件）・死亡者 39名、ニューカレドニアで 29

件（28件）、グアムで 5,233件（4,641件）・死亡者 90名、北マリアナ諸島で

100 件（96 件）、インドネシアのパプア州で 9,308 件、西パプア州で 4,509 件

（合計 13,817件、前週は合計 13,226件）となった。 

 PNGでは COVID-19治療薬製造会社への政府助成金（※SRO News 20-033参照）

についての政治的動揺が続いており、マラぺ首相は、助成金は政府機関と新規

の民間企業との間で共有されると釈明した。 

 ソロモン諸島では、政府の 3900万ドルの景気刺激策について、多くの公務員

や受給資格のある事業を行っていない人々が受給しているとして、民間団体か

ら監査を求める声が上がっている。また、看護師が政府の賃金未払いに対して

ストライキを続けている。 

 COVID-19 以降のオーストラリアへの季節労働者の入国に関し、現在ノーザ

ン・テリトリーで働いている 323 人のバヌアツからの労働者に続き、トンガか

ら 151人の労働者がクイーンズランドに到着、隔離期間に入っている。 

https://www.rnz.co.nz/international/programmes/datelinepacific/audio/2018771676/surangel-whipps-jr-to-be-palau-s-new-president
https://news.defence.gov.au/media/media-releases/pacific-nations-security-leaders-share-covid-19-lessons


 フランス領ポリネシアでは、COVID-19 の拡散を防ぐため、労働組合がロッ

クダウンを要求した。一方、フランス軍は 10 床の集中治療室と追加スタッフ

の準備をしている。 

国連開発計画（UNDP）は、COVID-19の蔓延を遅らせるため Temporary Basic 

Income (TBI)の導入を推奨しており、PNG、バヌアツ、ソロモン諸島、ミクロ

ネシア連邦及びキリバスは、導入によるメリットがあるとしている。UNDP は、

多くの非正規労働者は働くしかなく、それがウイルスの蔓延を助長している

と述べている。TBI はツバルとナミビアが既に導入している。 

ニュージーランド当局者は、クック諸島を訪問し、今後の旅行・貿易バブ

ルについて話し合う予定である。 

一方、フィジーの経済相は、フィジーとオーストラリア及びニュージーラ

ンドとの旅行バブルを再度推進している。フィジーはウイルスを抑え込んで

おり、旅行者は帰国時の隔離の必要はないはずだと述べている。 

（※各国別の最新の詳細はリンク参照） 

原文 

（11th November 2020, Policy Forum） 

 

４ 日本郵船とそのグループ会社である NYK Bulk Ship (Asia) Pte. Ltd.が保

有する 3隻の船舶が、Energy Efficiency Design Indes(EEDI)を達成したとし

て、シンガポール海事港湾庁（Maritime and Port Authority of Singapore）

の Green Ship Programme の認証を受けた。（※EEDI、Green Ship Programme に

ついては原文参照） 

原文 

（10th November 2020, Hellenic Shipping News） 

 

https://docs.google.com/document/d/1Utn29lbJIwYooy23shKGvgEbcvbkqSuP002LsqL9JaU/edit#heading=h.fa4jimx1vbp0
https://www.policyforum.net/covid-19-the-pacific-response-11-november/
https://www.hellenicshippingnews.com/nyk-group-owned-and-managed-vessels-recognized-by-maritime-and-port-authority-of-singapores-green-ship-programme/

